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小学生になった子どもたち。からだより大きいランドセル
を背負って学校に通い始めました。ひなたぼっこに来た子ど
もたちの様子を見ると、新しい環境に慣れようと頑張ってい
ることが分かります。
それは、年長さんに進級した子どもたちも同様です。どち

らもそれぞれに新しい友だち、新しい先生との出会いで大き
く育っているようです。

★子どもさんのご利用時の状況についてお話させていただきたいと思います。
ご都合をLINE或いはお電話、連絡帳にてご連絡ください。
（ご来所時、印鑑をご持参ください）
★堀川心理士が「ばっぷくどん」というお便りを発行されています。
ご興味のある方はお声かけください。メールやLINEでお届けします。
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（一般社団法人わたぼうし 理事長）
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児童発達支援

４月の創作は、はらぺこあおむし。
一人ひとりお顔を描いて、からだとなる色画用紙に手加減し
ながら花紙を丸めて貼りました。
目と口とほっぺたを描くのですが、色や配置にそれぞれの個
性が現れます。花紙の丸め方が弱いと大きくなって、からだの
長さに収まりません。強く丸めると短かすぎます。なかなかう
まくいきません。ようやく出来上がった作品をご覧ください。

先月から始まった、ひなたぼっこでの過ごし方に自分の目標
を持つチャレンジ。それぞれが苦手なことを書いてボードに張
り出すようになりました。
前の回にうまく行かなかったことを再び目標にして、自分の

苦手を克服しようと頑張る子たちをたのもしく感じています。
あちこちの学校から集まった子たちは、グループ遊びの時間

にトランプを使ったり、すごろくをしたりして一喜一憂。遊び
を通じてルールを守って楽しく遊ぶことを学んでいます。

放課後等デイサービス

本年度から利用曜日が変わられた子ども
さんもいて、曜日感覚に違和感を感じるこ
とがあります（苦笑）。
私のそんな戸惑いに関係なく、子どもさ

ん達はたくさん笑顔を見せてくれます。
楽しくて実りあるご利用時間になるよう、

引き続き心がけていきたいと思います。
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